
                             

中越大震災における活動経過 

年月日 活    動    内    容 
１６．１０．２３ 
 
 
   １０．２６ 
 
   １０．２７ 
 
 
 
 
 
   １０．２８ 
 
   １０．３１ 
 
   １１． １ 
 
 
 
 
   １１． ２ 
   １１． ３ 
 
   １１． ５ 
 
   １１． ９ 
   １１．１７ 
   １１．２２ 
   １１．２４ 
 
   １２． ２ 
   １２． ９ 
 
１７． １．１２ 
１７． １．１９ 
 

○中越大震災発生 
・被災地の動物病院では、地震発生直後から緊急診療や被災動物の一時預かり 
が、余震が続く中で行われた。 

○小千谷市内の動物病院の依頼により、蒲原支部会員が一時預かり動物の緊急搬出

を行い、県動物保護管理センター（以下「動管センター」）に搬入 
○緊急災害時被災動物救済本部と新潟県は、「中越地震被災動物救済仮本部」を本

部内に設置 
○県獣は、被災動物の応急手当などに対する補助（無料診療）を開始（期間：１１月１０

日まで） 
○動物救護活動義援金の口座窓口を日本獣医師会の協力得て開設 
○新潟県は、山古志村に取り残された動物のヘリコプターによる救出を開始 
○県獣は、新潟県動物薬品器材協会の協力を得て、医薬品、ペットフード等の救援物

資を動管センター及び動物病院に供給開始 
○県獣は、小千谷市に調査員を派遣し、被災者から動物飼育状況などの聞き取り調査

を実施 
○県獣は、小千谷市総合体育館に新潟県動物愛護協会と協力し、「小千谷地区動物

救護窓口」を設置 
○小千谷市内に自衛隊による動物と一緒に暮らせるテント村が設置 
○県獣内に、「新潟県獣医師会新潟県中越地震動物救護対策本部（以下「救護対策

本部」）」を設置 
○山古志村に取り残された牛約１，０００頭の救出がヘリコプターを使って行われた。 
○小動物臨床部会が、緊急シンポジウム「災害時の動物救護における獣医師の役割」

を開催 
○長岡市新産体育館で被災者が動物と一緒に暮らせる「ペットハウス」を開設（１２月４

日まで） 
○第 2回救護対策本部会議の開催（本部における動物救護活動を協議） 
○動管センターに収容できない被災動物の一時保管を県内の動物病院で開始 
○救護対策本部第 1回班長会議を開催（仮設住宅への対応を協議） 
○仮設住宅への入居開始に伴い、新潟県及び新潟県動物愛護協会との連名で「仮設

住宅における動物飼育のポイント」を配布 
○仮設住宅の入居動物及び一時保管動物の混合ワクチンの無料接種を開始 
○救護対策本部第 2 回班長会議を開催（一時保管動物の治療費、被災動物の避妊・
去勢への助成について協議） 

○第 3回救護対策本部会議の開催（救護活動に対する義援金の支出について） 
○「中越地震被災動物救済仮本部」を新潟県、新潟県獣医師会、新潟県動物愛護協

会及び緊急災害時動物救済本部事務局の４者で構成する「新潟県中越大震災動



                             

 
１７． ３． ４ 
    ３．２９ 
     
    ５．１８ 

 
 
 
    ５．２４ 

物救済本部」に移管 
○第 4回救護対策本部会議を開催（義援金の支出について） 
○平成 16年度第 2回通常総会において「義援金の支出について」議案提出、承認さ
れる。 

○県獣会長名で一時保管協力動物病院あて「中越地震被災動物の一時保管につい

て（本部事業としての動物病院における一時保管は５月末日をもって終了し、６月１

日からは、新潟県と新潟県獣医師会の事業として再出発することとして、改めて一時

保管の協力病院の登録を要請）」の文書を発送 
○第５回救護対策本部会議の開催（本部の決算報告と解散について） 

 



                             

活動状況報告 

１ 被災動物の救護治療 

  １０月２７日会員あて「動物病院に依頼のあった被災動物のうち、救急的な応急手当を行った動物

の診療費を免除する」旨通知し、後日、実績報告を求めることとし、その費用を義援金に依ることした

が、対応に当たった動物病院のほとんどが被災者であり、ライフラインの断絶、カルテの飛散、従業

員の被災による人手不足等混乱の中で負傷動物等の治療に当たり、また、その治療費についても

割引や無料での対応がなされており、その後の継続治療等各動物病院における負担額は大きく、

その正確な報告を収集することは困難であった。このため、義援金の趣旨については、救急的な応

急手当に限らず、被災動物の救護治療としてその使途を拡大するとともに、その治療費の割引及び

免除額を推定し、被災地の各支部にその額を配分することとし、新潟県獣医師会の平成１６年度第

２回通常総会（平静１７年３月２９日開催）に諮り承認された。 
  別紙被災動物への救護治療費の配分方法により算定した額を、次の５支部に配分した。 
 

支 部 名 配分額（円） 
中央支部 ３３，８９３ 
蒲原支部 ８６６，７３５ 
中越支部 ７，４９１，１９２ 
魚沼支部 ４，５６６，９９５ 
上越支部 ２５，１０７ 
計 １２，９８３，９２２ 

 
２ 現地相談窓口等の設置 

（１） 被災地における聞き取り調査 
    被災動物の救護対策に役立てるため、被災地で聞き取り調査を実施した。 
    ・期 日：１０月３１日（日） ・場 所：小千谷市の避難所１２か所 ・調査者：新潟支部ほか８名 

 ・調査対象：動物飼育者 ６１世帯（動物飼育数：犬５１、猫１４、その他９）  
 ・調査結果 

  ○ 被災時、ペットをどうしましたか                   （  ）内は％ 
① 迷わず避難所へ連れてきた ３６（５９．０） 
② 避難所の様子を見てから連れてきた   ４ （６．６） 
③ 自宅へ置いてきた １４（２３．０） 
④ 行方不明  ６ （９．８） 
⑤ その他 １ （１．６） 

 
  ○ 避難所でペットはどのように暮らしていますか         （  ）内は％ 

① 飼い主と同居（ケージ飼育）  ４ （６．６） 
② 避難所の廊下など １ （１．６） 
③ 避難所の屋外 ４ （６．６） 



                             

④ 車の中 ５ （８．２９ 
⑤ 屋外のテント ３３（５４．１） 
⑥ その他 １０（１６．４） 

 
 ○ これからペットとどのように暮らしたいですか          （  ）内は％ 

① 避難所で一緒にくらしたい ４７（７７．０） 
② 無料であれば動物救護センターに預けたい １２（１９．７） 
③ その他 １ （１．６） 

 
 （２） 小千谷地区動物救護窓口の設置 

 小千谷市総合体育館の敷地内にテントを設置し、健康相談、応急処置、情報提供等を実施

するとともに、小千谷市内及び川口町の他の避難所を巡回し同様に実施した。 
    ・設置期間：１１月１～１１月２１日 
   救護活動状況 
参加者・獣医師

（AHT） 
相談件数 
（窓 口） 

相談件数（避

難所巡回） 
フード提供

数 
応急処置 一時預かり件

数 
８８（５５） １８１ ４０ ８６ ８ １１ 

 
（３） 長岡市新産体育館・ペットハウス 
    「避難者が動物と一緒に暮らせる」ために、避難所内にテントを設置し、飼主が直接動物の世

話ができるペットハウスとして活用した。 
   ・設置期間：１１月５日～１２月４日  ・参加者： 獣医師 ５６名 

･一時預かり頭数： 実 １１頭（犬 ４頭、ねこ ７頭） 延 ２９６頭 
 
３ 動物病院における被災動物の一時保管 

   県動物保護管理センターで収容しきれない被災動物の一時預かりについて、動物救護対策に登

録された協力動物病院（５３病院）のうち、４４動物病院で一時保管を実施した。 
 犬 ね こ 計 
一時保管総数 ３６ ８２ １１８ 
うち 返還（飼主） ２２ ４６ ６８ 
   返還（動管センター） ０ ９ ９ 
   譲渡 ２ １３ １５ 
   死亡 １ ２ ３ 
 （保管継続中） （１１） （８） （１９） 

 
   ○一時保管の引き受けについては、協力病院の中で県内６地区に窓口病院を置き、引き受け病

院の割り振りを依頼、保管中の動物には、混合ワクチンの接種、健康診断、猫 FeLV・FIV検査、
犬フィラリア検査、ノミ・ダニの駆除、保管中の疾病治療等を実施した。 



                             

４ 仮設住宅飼育動物の混合ワクチン接種 

  仮設住宅で飼育される犬及びねこについて、混合ワクチンの無料接種を行った、 
   犬 ４０ 頭 、 ねこ ７９ 頭    計 １１９頭 
 
５ 山古志村の牛の救出に係る薬品費等の支援 

   山古志村に取り残された牛約１，０００頭の救出に要した薬品・器材費の一部を支援した。 
 
６ 動物医薬費等救援物資の供給 

  新潟県動物用薬品器材協会の協力得て、被災動物救護のための動物用医薬品、医療器材等を 
医薬品等関係会社から提供を受け県動物保護管理センター及び県内動物病院等に供給した。 
 

年月日 要請者 提  供  者 品   名 数 量 配 布 先 

16. 
10.28 

 大日本製薬㈱ 
 

ﾌﾟﾘｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝﾀﾞｲｴｯﾄ

a/d缶 
２０ｹｰｽ 被災地動物病院

    

〃 
 大日本製薬㈱ 

 
ﾌﾟﾘｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝﾀﾞｲｴｯﾄ 
猫 i/d缶 

２０ｹｰｽ 被災地動物病院

    

〃  
 日本ﾋﾙｽﾞ・ｺﾙｹﾞﾈｰﾄ㈱ ﾌﾟﾘｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝﾀﾞｲｴｯﾄ

a/d缶 
２０ｹｰｽ 被災地動物病院

11. 4 新潟県 日本全薬工業㈱ ﾌﾛﾝﾄﾗｲﾝ（犬用ｽﾌﾟﾚ

ｰ）250ml 
１５本 県動管センター 

（3か所） 

11.16 新潟県 ファイザー㈱ 猫用混合ﾜｸﾁﾝ（3種） 100頭分 県動管センター 
  〃 新潟県 ファイザー㈱ 犬用混合ﾜｸﾁﾝ（6種） 100頭分 県動管センター 

  〃 新潟県 ㈱微生物化学研究所 犬用混合ﾜｸﾁﾝ（6種） 100頭分 県動管センター 

11.20 新潟県 ㈱アグロジャパン 塩酸ドパミン 40mg １箱 魚沼動管ｾﾝﾀｰ 

12. 8 新潟県 ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽｱﾆﾏﾙﾍﾙｽ㈱ 犬ﾌｨﾗﾘｱ抗原検出ｷｯﾄ 100頭分 中越動管ｾﾝﾀｰ 
〃 新潟県 〃 猫白血病・猫免疫不全

感染症診断ｷｯﾄ 
100頭分 中越動管ｾﾝﾀｰ 

〃 新潟県 ｱｲﾃﾞｯｸｽﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ㈱ ﾋﾋﾞﾃﾝｸﾞﾙｺﾈｰﾄ液 １０本 中越動管ｾﾝﾀｰ 

〃 新潟県 ㈱アグロジャパン ヒビスクラブ 250ml １０本 中越動管ｾﾝﾀｰ 

12.14 対策本部 ㈱微生物化学研究所 犬用混合ﾜｸﾁﾝ（6種） 100頭分 中越動管ｾﾝﾀｰ 

〃 対策本部 共立製薬㈱ 犬用混合ﾜｸﾁﾝ（5種） 100頭分 魚沼動管ｾﾝﾀｰ 
〃 対策本部 共立製薬㈱ 猫用混合ﾜｸﾁﾝ（３種） 200頭分 中越・魚沼動管 

12.22 対策本部 ファイザー㈱ 猫用混合ﾜｸﾁﾝ（3種） 100頭分 県動管センター 
〃  対策本部 ファイザー㈱ 犬用混合ﾜｸﾁﾝ（6種） 100頭分 県動管センター 

 



 
『新潟県中越大震災・動物救済本部活動の記録』が刊行されました。 

本冊子についての詳細は、（公社）新潟県獣医師会までお問い合わせ下さい。 
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